












（１） 日本語訳 （注 1） 
「子供たちのすべての権利」 
 
               大人が君をだまして 
               君が大切に持っていたかった花をとりあげたので 
               君が泣く時 
               ぼくは君になる 
 
               君の血管の中には 
               ほんの少しぼくの血も流れている 
               もし君が悲しむなら 
               ぼくも、苦しむ‥‥ 
 
               もし、「時」という石に 
               最も有益であるか、最も大切な言葉を刻むとするなら 
               ぼくは、そう長いこと考えなくてもまず第一に 
               「正義」という言葉と「自由」という言葉がくると思う 
 
               「真実」という言葉は、それらの後か前にくるだろう 
               罪人（つみびと）は「真実」を恐れるし、 
               犠牲者は「真実」を待つものだ 
               言葉の中にはこんなふうに 
               驚くべき力を持っているものもあるんだ 
               これらの言葉はそれだけで 
               「子どもたちのすべての権利」を言い表わしている 
 
               ぼくはこれらの言葉をささげたい 
               地上のすべての子どもたちに 
               恐れや苦しみや戦争のさなかに生きている子どもたちに 
               これらの言葉のもつ力は いつの日か かれらに 
               平和や やさしさや 愛への道すじを開いてくれるだろう 
                
               これらの言葉は厳然と存在しているんだ 
               そして、もし君がこれらを読むことができるのなら 
               君は 幸福に対して 
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               君がすっている空気に対して 
               君の心の中の太陽に対して、権利があるんだ 
               君は 君自身のものになれるんだ‥‥ 
 
               もちろんこれらの、法学者たちによって選ばれたむずかしい言葉は 
               退屈で 複雑で ほんの少しさみしげにみえる 
               でもこれらは、君たちにとってはまず何よりも 
               狼から子羊を守るために書かれた 愛の言葉なんだ 
 
               これらの言葉は、無垢な心に恐怖を抱かせる 
               すべての沈黙の壁を打ち砕くことができるだらうか？ 
               これらの言葉だけが なすすべもなく 
               深い夜の闇の底に沈んでしまっている子供たちに対して 
               もう一度「苦しみを忘れること」を可能にしてあげられるだろう 
 
               どんな国の子であれ すべての子供たちには 
               一番強い者の声がいつもよりよいものとは限らない 
               ということを教えてくれる 
               これらの言葉の花束が必要だったんだ 
               子供たちが いつの日か 
               彼ら自身の声をあげることができるためには 
               子供たちには幸福になる権利があるんだ‥‥ 
 
               君が泣いている時 ぼくは君だよ 
               でも、君が歌っている時も 笑っている時も 
               やっぱり ぼくは君だ‥‥ 
 
               君は 君の人生に対して権利があるんだ 
               君は 君の人生に対して権利があるんだ 
               君は 君の人生に対して権利があるんだ 
 























































約発効記念日 11 月 20 日に、フランス政府が CD
にし、小学 3 年生 5 万人に配られた。（注 4） 

















売日、2004 年 4 月 7 日は、「子供の権利条約」が
日本で批准されて 10 年目にあたる日である。 
 
〈注〉 



















1） 平成 18 年版『教育小六法』、学陽書房 
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